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10％前後（8.4 ～ 11.4％），女子は 9歳以上の各年齢
で 8％前後（7.2 ～ 8.6％）であった1）．これは，小
学校中学年～高校生では，男子の約 10 人に 1 人，
女子の約 13 人に 1 人が肥満傾向であることを示し
ている．
　一方，2012 年度における痩身傾向児の出現率は，
男子は 9 歳以上の各年齢で 1.4 ～ 3.4％，女子は 9





























児では，約 3～ 5％が高血圧，約 10％が正常高値血
圧であり，非肥満小児と比べ明らかに血圧の異常頻
度が高いことが報告されている6）．また，耐糖能異






































































損がない者）となった小学 4年生 2,509 人と中学 1
年生2,106人の特性を表1に示す．小学4年生のうち，











































































男児の割合（％） 57.7 51.2 0.071 58.5 50.7 0.044
年齢（歳） 9.0 9.0 0.366 12.0 12.0 0.053
身長（cm） 136.5 134.3 ＜0.001 155.1 153.4 0.007
体重（kg） 42.2 29.4 ＜0.001 60.1 42.8 ＜0.001
Body mass index（kg/m2） 22.4 16.2 ＜0.001 24.9 18.0 ＜0.001
肥満度（％） 29.3 －3.6 ＜0.001 29.7 －4.9 ＜0.001
運動をしない（％） 19.7 18.6 0.709 26.4 16.1 ＜0.001
毎日，朝食をとる（％） 97.6 96.7 0.508 93.4 94.3 0.591
食べるスピード（％）
　速い 34.3 16.4 ＜0.001 33.3 19.2 ＜0.001
　ふつう 55.2 56.8 56.7 60.5
　遅い 10.5 26.7 10.0 20.3
睡眠時間†（％）
　9時間未満 35.1 27.3 0.030 30.6 34.2 0.289
　9 ～ 9.9 時間 54.3 57.9 54.6 48.6
　10 時間以上 10.6 14.9 14.8 17.3
表中の値は中央値，または割合（％）
＊ウィルコクソンの順位和検定，またはカイ二乗検定













































男児の割合（％） 52.8 51.2 0.810 35.0 50.7 0.002
年齢（歳） 9.0 9.0 0.107 12.0 12.0 0.490
身長（cm） 136.7 134.3 0.007 152.6 153.4 0.619
体重（kg） 25.0 29.4 ＜0.001 34.4 42.8 ＜0.001
Body mass index（kg/m2） 13.5 16.2 ＜0.001 14.7 18.0 ＜0.001
肥満度（％） －21.4 －3.6 ＜0.001 －22.2 －4.9 ＜0.001
運動をしない（％） 17.3 18.6 0.810 28.9 16.1 0.001
毎日，朝食をとる（％） 96.2 96.7 0.846 95.2 94.3 0.731
食べるスピード（％）
　速い 5.8 16.4 0.008 5.9 19.2 ＜0.001
　ふつう 50.0 56.8 50.0 60.5
　遅い 44.2 26.7 44.1 20.3
睡眠時間†（％）
　9時間未満 28.3 27.3 0.246 30.1 34.2 0.666
　9 ～ 9.9 時間 49.1 57.9 50.5 48.6
　10 時間以上 22.6 14.9 19.4 17.3
表中の値は中央値，または割合（％）
＊ウィルコクソンの順位和検定，またはカイ二乗検定
†中学 1年生については，8時間未満，8～ 8.9 時間，9時間以上の割合
小児期の肥満とやせ
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